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本日の内容
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世界の環境に対する脅威

地球上の陸地

森林

すべての生物種



世界の環境に対する脅威-森林伐採

世界の陸地

森林

熱帯の森林伐採
の原因

農業 持続可能な農業

45％
熱帯の森

陸地の約１２％、
地球全体の３％



私たちのビジョン

人 と

自然が

調和の中で

繁栄する世界
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• 農村部等の貧困

• 気候変動

• 生物多様性の喪失

• 森林伐採
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私たちは世界で喫緊の問題に対して、
踏み込んだ変化を起こしていくため活動しています。
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の生産者と労働
者が認証農園で
労働 *1

以上の面積に及
ぶ農園が認証を
取得 *1

以上で認証製品
が販売 *1

にわたり自然を
保護し生活の改
善のために活動

認証農園とプロ
グラム実施*1

以上が認証原材料
を調達し、事業慣
行を改善 *1

*1  2023年12月のデータ

42,000製品以上が
認証マークを貼付





最も環境の変化に敏感で、環境変化の目印
カエルの存在によって、生態系の状態を知ることができる
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認証農園のある国

黄色で塗られ
た国が、認証
農園のある国
です。
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茶類コーヒーカカオ バナナ

ココナッツ油 切り花

ナッツ類果物と果汁 ハーブと
スパイス



世界の生産量に占める割合（概算）

世界の
生産量

2022 % 2023 %

カカオ 4,823 2,116 44% 2,510 52%

コーヒー 10,200 1,562 15% 2052 20%

茶類 3,100 1,200 39% 1,478 48%

バナナ

輸出バナナ

116,000 8,200 7% 9,496 8%

19,100 8,200 43% 9,496 50%

（千トン）
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• 認証農園が6団体（鹿児島県、奈良県、静岡県）

• 現在審査・準備中含め、認証農園数は増える予定



環境
森林保全、生物多様性保全、

土壌・水保全 他

社会
良好な労働条件、労働上の
健康と安全、人権保護、労

働者の住居 他

経済
生産性の向上、品質の向上、

コスト削減 他

認証が意味するもの
その認証製品または原料が、 につ
ながる手法を用いて生産されたものであることを意味します。



農家

レインフォレスト・アライアンスは、
農場とサプライチェーン企業に向けた
持続可能な農業基準を設定し、
サプライチェーンを通じた
トレーサビリティを確約します。

レインフォレスト・
アライアンスは

認証機関

に研修を行います

レインフォレスト・
アライアンスは

育成トレーナー

に研修を行います

育成トレーナーは農家に研修を
行います。

農家とサプライチェーン企業は
オンラインのトレーサビリティ
システムに取引を登録します。

トレーサ
ビリティ
システム

認証の流れ
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加工者 商社 製造者 小売者

認証機関は、持続可能な農業基準に
基づき、農家とサプライチェーン企
業が、各要件を満たしているか審査
します。



19



• 持続可能性への取り組みに対する生産者への補償の
改善

• サステイナビリティ投資に関わる費用のサプライ
チェーン全体での分担
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責任の共有の構成要素 : SD とSI  

サステイナビリティ投資(SI)

2020認証基準に対する認証を取得、
および維持するために必要な投資に
貢献するための現金または現物によ
る投資

労働者の福利厚生に関連する投資は
投資計画に含まれている必要があり、
農場経営者/管理者は、労働者の代表
者にそれらの投資の配分について相
談しなければならない。

サステイナビリティ差額(SD)

生産者の持続可能性への取り組みに報
いるために、市場価格に加えて追加の
金額の、金銭による必須の支払い

生産者に、
プラスで支払
うお金。
よりよい農業
への投資、生
活のためのも
の
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• 土壌管理
• 作物の多様化
• 統合的病害虫管理
• 遺伝子組み換え種（GMO）の
使用禁止 他

フェロモンを利用した罠

茶とコーヒーの
混合栽培

良い雑草をのり面に生やして土壌
流出を防止

第４章農業ー再生型農業の実践
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完全に禁止
ゼロ・トレランス
（容認を一切許さない） 

事案やリスクの隠蔽に繋がる 

事案の「不在」を審査および
検証することは困難

一つでも事案が発見
されると、認証保有
者は即座に認証取り
消し！

児童労働

強制労働

職場内暴力
とハラスメ
ント

差別
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事前評価対処方式

問題やその可能性が発見され次第、
対処される確率が高まる。

審査を行う人は、機能する制度が
「ある」かどうかを検証できる。 

次のような制度を構築
- リスクを特定
- 事態の発生を防ぎ 

- 対策を行う 

児童労働

強制労働

職場内暴力と
ハラスメント

差別



連携と継続的
な改善

国際的な法的枠組みと
ビジネスや人権の原則
と調和

5.1.1

5.1.2

5.1.3

5.1.4

是正
任命と
意見交換

リスクの緩和

監視
リスクの
査定

児童労働

強制労働

職場内暴力と
ハラスメント

差別
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- ジェンダー平等を推進する委員会の設置
- ジェンダー平等と女性のエンパワーメントに関する啓発活動の実施
- ジェンダーによらず、同一労働に対しては同一賃金を支払い

• 写真 Sydelle Willow Smith
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森林層

TCL

森林層

TCL

位置ポイント＝点
ポリゴン＝面

TCL=tree cover loss=樹木被覆喪失

対処の方法-リスクマップの活用



廃水処理
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廃水処理
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お金のかけかたは様々
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- 在来種等で構成される自然植生の維持
（作物により10％/15％）

- 緩衝帯の設置による水生生態系保護
- 外来侵入種への対策
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- 気候に適した植物品種の選択
- アグロフォレストリーや統合的病害虫管理の実践
- エネルギー効率の向上と、再生可能でないエネルギーの削減

アグロフォレストリ―（コーヒー）
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レインフォレスト・アライアンス認証の効果レインフォレスト・アライアンス認証とSDGｓ



3. 課題



34

コーヒーの２０５０年問題



コーヒー、紅茶、カカオ等生産の現状

• 世界的に需要は増えている（新興国の消費増、人口増）

• 気候変動による長期的な調達の不安

• 国や地域によっては、転作や廃業も起こっている

• 世界的な企業や欧米の大手企業は既に長期的な安定調達に向けて認証
や産地支援などに取り組んでいる

• 持続可能な原料の供給は、メーカーにとって非常に重要な問題

• EUDR（森林破壊防止規則）の導入を始め、人権、環境、温室効果ガス
排出など、様々な情報開示と責任、コンプライアンスの要求の増加

2050年問題
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みどりの食料システム戦略

出典：農林水産省 みどりの食料システム戦略の実現に向けて 令和5年1月
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レインフォレスト・アライアンス認証マーク

11%

17%

26%

29%

33%

36%

40%

49%

0% 25% 50%

ブラジル

日本

フランス

アメリカ合衆国

オランダ

オーストラリア

ドイツ

イギリス

出典: IPSOS i:omnibus, May 2022 
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他の団体との比較

出典: IPSOS i:omnibus, May 2022 

WWF フェアトレード RA FSC グリーンピース MSC カカオライフ  バードフレンドリー
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他にも、ネスレ：KitKat、USJ：カエルチョコレート など

http://www.keycoffee.co.jp/index.html
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オランダの消費者調査結果（非常に影響力のある
雑誌に掲載）
・オランダの主要３５種のコーヒーで調査

・レインフォレスト・アライアンスが持続可能な認証マークの中で一位を
獲得

Milieu = 環境 Mens & Werk = 人と労働 出典: Keurmerkenwijzer



マーケティング活動



認証マークを使用したコミュニケーション

4

3



他国のプロモーションの一例 （2023）

ASDA イギリス
No.3の小売り

ケロッグフランス
オーシャン：フランスNO2.
の小売の会員（消費者）向
け冊子

ユニリーバマグナム
SNS用ビデオ

Magnum - YouTube44

https://www.youtube.com/shorts/ubUZWwub_Os


rainforest-alliance.org
De Ruyterkade 6

1013 AA, Amsterdam,

The Netherlands

233 Broadway, 28th Floor

New York, NY 10279

USA

日本語ウエブサイト ：https://www.rainforest-alliance.org/ja/
日本語Facebook : レインフォレスト・アライアンス日本
日本語twitter              : @Rainforest ALJP

https://www.rainforest-alliance.org/ja/
https://www.facebook.com/rainforestalliancejapan/?locale=ja_JP
https://twitter.com/RainforestALJP
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